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参加者：３５名（うち女性１９名） 

 

人が元気 

＜７ 障害のある人への支援＞ 

・障害のある子への支援についてだが、幼稚園、保育園へ行って気になるとこ

ろがあると言われた時に、どうしてよいか、相談する先、受診する病院が分

からない。この先親としてどのように対応していけば良いか分からない。保

育園や小学校に上がった時に、気になるところが見つかった際に、どういっ

た所へ相談したら良いか、病院はどのような所へ行けば良いかなど、相談で

きる専任の先生から統一した情報を得られると良い。小学校から中学校に上

がった際にも、学校の先生以外にも支援の専門の先生がいて、保育園と小学

校での情報や病院での診断内容、どう対応すれば良いかということを、義務

教育の間は一貫して支援が受けやすい状況になるとよい。身体に障害がある

場合は早い段階で分かるが、精神に障害がある場合、保育園や小学校に入っ

てからなど大きくならないと気づきにくい。親もどうしてよいか分からず不

安だし、受けとめられない。市内の障害のある子がいる家庭が統一的に相談

できるような場所、情報を持っていてくれる場所があるとよい。子どもの状

況を把握しておいてもらえる体制が確立すると良いと思う。普通の中学校で

あっても担任の先生、養護の先生、こころの教室のサポートなど支援は手厚

くなっていると感じている。軽い障害のある子もたくさんいる。学校の場で

馴染んでいけるように子どもを見てもらえるような体制ができるともっと良

くなると思う。 

市 福祉や健康など一貫したサービスを提供するため、有終会館を改装して保

健医療福祉のサービス拠点として「結とぴあ」を整備した。実体として情報

が共有されていないということが分かった。今日いただいたご意見について、

記録をし、ホームページにて公開するとともに市役所内でも情報共有してい

く。最近では児童館でも対応していく動きがあり、尐しずつではあるが、進

めていく。 

 

 

産業が元気 

＜２３ 越前おおの型農業の推進＞ 
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・大野市における農業という産業を強固に維持してもらいたいという趣旨で発

言する。新聞にて食料自給率の問題が指摘されていた。教師をしていた頃、

生徒には食料自給率は３９％と指導してきた。現在３７％。大変危機的な問

題と受け止めている。アメリカからの大豆やトウモロコシの輸入制限をなく

すと豆腐も食べられない、家畜の餌もないという状況になるだろう。大野で

は耕作放棄地を絶対作らない、農地が住宅地に変わるという見通しもあまり

ないので、農地を維持確保していくことを前提に、生きていける農業のあり

方を追求していくべきと考える。大野のものは米でも野菜でも美味しいとい

う定評がある。これを自慢とし、誇りとしていく。また、従事者における高

齢化は言うに及ばず。若い方が農業という仕事をやってみたいと思ってもら

えるよう、経済的な保証もなくてはならないし、生活の基盤となる仕事とし

ての農業が成立する状態が必要。 

・阪谷では鳥獣害が喫緊の課題。なんとか解消の手立てを見出していかなけれ

ばならないと考えている。農業で生活基盤が図れる、従事者の確保が図れる

農業のあり方、食料自給率を確保していけるということを大野から発信して

いけるような農業のあり方を模索していかなければならないと考える。 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 農業で生活基盤を立てるため、こうだったら良いという考えを持っ

ていらっしゃる方はご意見を。 

・これから高齢化になると機械を動かせなくなる。阪谷地区全体で広域の農業

団体を作ってもらえるとよいと思っている。 

 

 

自然が元気 

＜３４ 次世代につなぐ持続可能な社会の形成＞ 

・バイオマス発電について、風向きによっては阪谷（松丸）に煙が来る。油混

じりの匂いであったりするため気になる。バイオマス発電と二酸化炭素を増

やさないということは違うのでは。 

市 お聞かせいただいた内容は担当課にお伝えする。発電所の目的の一つとし

ては、石油に頼らないということ。大野は山がいっぱいあり、森林整備が進

んでいない。間伐材が残っているものを燃料として出すことで、森林の再生

と、林業の振興に役立てようということで誘致した。 
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行財政改革 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ ご意見の発表が難しければ、アンケートへの記入をお願いしたい。 

 

 

資料について 

・成果、目標値はどこに書かれているのか。 

市 単位の左隣にあるのが計画の最終年度の目標値。隣が平成３０年度の実績。

累計のものと単年度の数値とが混在している。 

・図書館の数値だと図書館に来た人の数字ということだが、本を借りた人数で

ないとあまり意味をなさないのでは。 

市 第五次総合計画での目標に対する成果指標をお示ししている。 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 資料を参考にしつつ、お一人お一人が生活する中で感じられている

ことを表してほしい。 
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  地区 WS のなかで意見集約の参考とするため、第五次大野市総合計画に掲載

されている３８の基本施策を用いて、普段の生活を通した『肌感覚』で、「満足・

賛成」「不満・反対」「提案・意見あり」のいずれに感じているかを、会場に設置

したシートにシールを貼っていただきました。 

内容を取りまとめた結果は以下のとおりです。 

※参加された方にシールを貼っていただいたものをまとめたものですので、 

地区全体の意見というわけではございません。また、参加された方が全ての

項目についてシールを貼られたものではございません。 
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１ 結の心あふれる人づくり 

２ 豊かな心を育てる文化力の育成 

３ 活力あふれるスポーツ社会の実現 

４ 福井しあわせ元気国体・福井しあわせ元

気大会の開催 

５ 共に力を合わせるふるさとづくり 

６ 高齢者の安全安心の確保と社会参加の促

進 

７ 障害のある人への支援 

８ 子どもと子育て家庭への支援 

９ 保健予防と地域医療の推進 

１０ 共に支え合う地域福祉の推進 

１１ 災害に強いまちづくりの推進 

１２ 防災・消防基盤の整備 

１３ 犯罪、事故、消費者被害がないまちづ

くりの推進 

人が元気 

満足・賛成 不満・反対 提案・意見あり 
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１４ 中部縦貫自動車道の整備促進 

１５ 幹線道路網の整備 

１６ 人にやさしい道路環境の創出 

１７ 快適な生活関連の基盤整備 

１８ 快適な住宅の整備 

１９ 高度情報化の推進 

２０ 公共交通手段の確保 

２１ 雪に強いまちづくり 

２２ 越前おおのブランド戦略の推進 

２３ 越前おおの型農業の推進 

２４ 森林整備の推進と持続可能な林業の 

振興 

２５ 中心市街地の活性化 

２６ 戦略的な観光の推進 

２７ 地域間交流の推進 

２８ 定住の促進 

２９ 雇用の確保と働く環境の整備 

産業が元気 

満足・賛成 不満・反対 提案・意見あり 



阪谷地区ワークショップ 

2019.9.5 

 6 / 7 

 

  

19 

17 

14 

13 

13 

3 

5 

7 

9 

8 

0 

0 

1 

1 

1 

３０ 地下水の保全と湧水文化の再生 

３１ 豊かな自然環境の保全と創出 

３２ 快適な生活環境の保全 

３３ 良好なふるさと景観の形成 

３４ 次世代につなぐ持続可能な社会の形成 

自然が元気 

満足・賛成 不満・反対 提案・意見あり 
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３５ 人口減尐対策と地方創生の推進 

３６ 市民総参加・協働型の市政の推進 

３７ 情報化社会に対応した市政の推進 

３８ 健全な行財政の推進 

行財政改革 

満足・賛成 不満・反対 提案・意見あり 
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